
平成29年₄月15日発行 広島市医師会だより（第612号 付録）

細菌検査統計報告
（当検査センター受託分）

　今月号から新たに、診断・治療にお役に立てるよう当検査センターで受託した細菌検査に

おける細菌検出状況及び細菌薬剤感受性情報を一部取り上げご報告いたします。全体の情報

は当検査センターホームページに掲載されていますので、併せてご覧いただけたら幸いです。

　さて、今回は尿からの細菌検出状況と、尿で一番検出頻度が高く、近年耐性菌として注目

されているE.coli（大腸菌）の細菌薬剤感受性情報を掲載いたします。

【細菌検出状況】
　2017年２月分

■上位検出菌

＜外来＞ ＜入院＞

1. E.coli
2. Enterococcus sp.
3. Streptococcus spp

1. E.coli
2. Enterococcus sp.
3. Ps. aeruginosa

(件)

【尿】細菌検出状況　2017年02月
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【細菌薬剤感受性情報】
　2017年２月分

アンチバイオグラム（大腸菌）

キノロン耐性が約半数です。2015～2016年と横ばい傾向です。

近年のESBL 増加に伴いセフェム系・ペニシリン系耐性株が約半数を占めています。

当検査センターホームページでは詳細な情報をご覧いただけます。http://www.labo.city.hiroshima.med.or.jp/

前号まで掲載していた海外感染症情報については、厚生労働省検疫所ホームページをご覧ください。
http://www.forth.go.jp/
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